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〔編集後記〕
千葉医学会雑誌の編集を含み，運営に関しては，各号
の後記その他に詳しく述べられているのでお読み下さっ
た方はご承知のことと思うがこのままではどうなるか分
らないような心配がでてくるのも否めない。
順番制(これがいいか， どうかは別として〉で幹事を
仰せつかり，何十年も同じような気もしたし，また例年
の医学会総会のおりの評議員会の場面を想起しでもいつ
も同じことのくり返しの感をまぬかれなかった。
各分科を含め学会および研究会は最近特にその数を増
し，文字どおり医学の進歩を象徴するような発展ぶりで
盛会を続けている。臨床関係では，関係あるそれらの会
につとめて出席すると，別の意味の本務に支障をきたす
のではないかと思われるくらいであるが，これも経済の
高度成長同様大変結構なことだと思う。しかしここで改
めて足もとの現実を直視していただく必要があるのでは
ないかと愚考する。われわれの学会であるはずの千葉医
学会の現状はどうだろうか。最近もお義理にも盛会であ
るとはいえない。総会そのものは県医師会との共催の形
で，経済的にもご後援をいただき，日医講座ともうまく
かみ合わせていただき，ややもりあがりを見せてき，雑
誌そのものは 40有余年来の歴史を積みあげていただい
た先輩と，時に応じ構想を新たにして編集にご苦労され
ている直接ご担当の戦後歴代幹事に敬意を表したい(私
はその一人でないつもり〉。 ある時期には和文だけでな
く千葉ヂャーナル式のものも発刊したらというようなた
いへんいいご意見も出たことを昨日のことのように思い
出されるが，歴史のある本誌だけでも会費，広告費でか
ろうじて運営されている状態で総会費の補助などほとん
どできない状態の計理である。そんな点もありせっかく
のいいご意見も何となくそのままとなり今日に至った
が，会員の方々からも総会あるいは会誌については良い
具体案を出していただき改善して行きたいと願っている
のはいつもの幹事会の結論である。それにはまず第ーに
卒業生は会員になっていただくことだと思う。同窓会は
卒業と同時に入会，式後新会員歓迎会が恒例となってい
るのはご承知のとおりである。少し理屈になるが，前号
後記のような学内会員数の実態はどうしたら解決される
だろうか。根本的には本医学部出身者の倫理の問題でも
あると思うが，医学を志してこの大学にはいって卒業し
た以上，われわれの大学に対する愛情と責任の問題でも
あると思う。基礎，臨床の上に，基礎の中，また臨床の
中にもそれぞれ専攻分野の異なる多数の分科の関係する
学会あるいは機関誌を育てていくのは大変面倒なことは
当然だが，若い卒業生の中には本会の存在を知らない人
もないとは限らない気もしてくる。各科幹部の方々もお
りにふれて，少なくとも同窓生みんなで，ゐのはな同窓
会ともども充実させていただ、くようご指導願いたいと思
フ。
いうまでもなく両会は名称，使命は異なっても構成会
員は同一であるからである。世相一般ギクシャクし過ぎ
ている面も多いし会費問題になると無論その他の問題も
からんでくるが，卒業生として自分たちのものであると
の愛情と義務感をもって本会の発展に寄与していただき
たいと思う。(綿貫重雄〉
